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　・		 表面波分散を計算するうえで必要な物理パラメータ（各層の上面深度、弾性波速度、密度）は、
表１に示すとおりである。






















おおむね 10 秒以上、物理探査分野で主に注目する周期はおおむね 10 秒以下である。今回は、前稿
（星野、2015）において示した IASP91 モデルに対する分散データ図面の表示範囲が、周期 0.1 秒
～ 100 秒であることを考慮した。
表１　数値シミュレーションのために設定した地下構造のパラメータ
パラメータ 上面深度 (m) Ｐ波速度 (km/s) Ｓ波速度 (m/s) 密度 (103kg/m3)
表層 000 1.55 100 1.67
中間層 100 1.61 200 1.72
最下部層 ( 半無限層 ) 200 1.69 300 1.78
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0 100 200 300 400
図３　中間層 化させた場合の分散曲線
（図中 の基準値を示す）
























































0 100 200 300 400
図４　最下部層のＳ波速度 合の分散曲線
（図中の太実線は 示す）
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0 100 200 300 400
図６　中間層の下面深度を変化させた場合の分散曲線
（図中の太実線は図１の基準値を示す）
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0 100 200 300 400
図７　中間層の層厚を一定に保ったまま表層の下面深度を変化させた場合の分散曲線
（図中の太実線は図１の基準値を示す）
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0 100 200 300 400
図 11　最下部層のＳ る場合の分散曲線
（図中の太実 値を示す）
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